
平成２６年度第２回大分県行財政改革推進委員会 主な意見

議題（２）公共施設等の総合的かつ計画的な管理の推進について

○大分県公共施設等総合管理指針（仮称）の策定については、平成２７年３月

に素案を策定、一年後に指針を策定、さらに一年後に改定とローリングをし

ていくとのことだった。それぞれの段階において、個別施設計画の費用見込

みをその都度反映をしていくという流れで受け止めておいてよいか確認した

い。

○インフラについて、橋梁は平成２９年度までに８２６箇所の補修等を完了、

トンネルは平成３０年度までに１８７箇所の補修等を完了するという計画は

つくられているが、これらにかかる費用は、どの程度見込んでいるのか。平

準化ということで単年度に換算した場合、これまでの年度に比べて、財源負

担がどれくらい出てくるのかということが、計画の円滑な履行のところでは、

非常に気になる。

○橋梁・トンネルなどにおいて、対策を早くやらないと危ないとか、これはち

ょっとまだ対策を持つなといったことを判断するための点検、検査というの

は、きちんとできているのか。

○公共施設等の総合的かつ計画的な管理の推進に向けて、技術者といった人材

の確保はできているのか。


